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英語が苦手な学生
就職に不利なの？
社内公用語化の動き…採用時はさほど重視されず

大学3年生の就職活動が始まったo ファーストリテイリングや

楽天のように、 日本企業でさえも社内の公用語を英語にする時代

だ。 英語が苦手な学生は就職に不利なのだろうか？

【井上．俊樹、 写真も】

。

毅

古

の

ま

掠

首
都
大

学
東
京
（
本
部・
東
京

都
八
王
子
市）
3

年
の
橋
本

小
太

郎
さ
ん（
幻）
は 、
2

年
生
の
初
め

か
ち
調
布
市

に
あ
る
英
会
話

学
校

大
手
刀
「
ペ

ル
リ
ッ

ツ
一

に
趨
ハ

始
め
た 。
レ
ッ

ス
ン
は
週

に
2
回

の
マ
ン
ツ
ー

マ
ン 。
初
級
ク
ラ
ス

か
ち
ス
タ
ー
ト

し
た
が 、
通
学
の

電
車
の
中

で
も
リ
ス
ニ
ン
グ

学
習

を
続
け 、
上
級
の
手
前
ま

で
上
達 。

夏
に
英
国
旅
行し
た
際
も
全
く
困

ち
な
かっ
た 。
就
職
活
動
も
本
番

を
迎
え
る 。
橋
本
さ
ん
は 、
英
語

を
生
か
し
て
商
社
や
メ
ー

カ
ー

な

ど
海
外

で
活
闘

で
き
る
企
業

で
働

く
の
が
目
標
だ 。

ベ
ル
リッ
ツ・
ジ
ャ

パ
ン
（
港

区）
の
広
報
担
当 、
中
川
淳
さ
ん

に
よ
る

と、
同
社

で
学
ぶ
大

学
生

は
今
年
1
5
6
月 、
昨
年
同
時
期

学

校

と

私

の
1・
5

倍
に
増
え
た

と
い

う。

「
就
職
難

で
少
し
で
も
英
語
力
を

麿
と

う
と
入
校
し
て
く
る

学
生
が

増
え
て
い
る」

と
中
川
さ
ん 。
英

会
話

学
校
「
イ
l

オ
ン」
を
東
日

本
で
毘
関
す
る
イ
1

オ
ン・
イ
ー

ス
ト・

ジャ
パ
ン（
新
宿
区）
も 、

「
就
職
目
的
の
岳
徒
が
昨
年
よ
り

3
劃
以
上
増
え
た」

と
言
う。

グ
ロ
ーバ

ル
化
の
中

で、
企
業

に
とっ
て
社
員
の
語

学
力
アッ
プ

は
大
き
な
課
題
だ 。
国
際コ
ミュ

ニ
ケ
ー

ショ
ン
英
語
能
力
テ
ス
ト

「
T
O
E
I
C」
を
日
本

で
運
営

す
る
「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミュ
ニ

ケ
ー

ショ
ン
協
会」（
千
代
田
区）

が
今
年
1

月 、
圏
内
の
上
場
企
業

を
対
象

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

（
回
答
4
0
6

社）
に
よ
る

と、

社
内

で
の
英
語
の
重
要
性
が
5

年

前
よ
り
「
非
常

に
高
まっ
た」

と

答
え
た
企
業
は
加
物

で、
「
や
や

高
まっ
た」
（
ぬ
必）
と
合
わ
せ

る
と
7
割
近
く

に
上っ
た 。
管
理

職へ
の
昇
進

に
際
し、
一
定
以
上

の
T
O
E
I

C
ス
コ
ア
を
求
め
る

企
業
は
珍
し
く
な
い 。

と
こ
ろ
が 、
探
用
段
階

に
お
け

る
語

学
力
の
ウエ
ー
ト

は 、
必
ず

し
も
高
まっ
て
い
な
い 。
同
協
会

の
別
の
調
査

で
は 、
「
T
O
E
I

C
ス
コ
ア
を
採
用
時

に
考
慮
し
て

い
る」

と
答
え
た
企
業
は
旧
年
の

加
物

に
対
し、
ω
年
は
印
私w 。
近

n

年
は
横
ば
い

か 、
む

し
ろ

微
減
傾
向

だ 。
同
協
会

は
「
韓
国

で

刃
は一
定
以
上

町
の
ス
コ
ア
を

品
応
募
条
件

に

一
掲
げ
る
企
業

－
も
多
い
が 、

4
日
本

で
は
そ

約一
う
し
た
ケ
l

冨
ス
を
ほ

と
ん

温
ど
聞
か
な

・
い」
（
広
報

ム
渉
外
課）

と、

』
ア
ジ
ア
の
ラ

h
イパ
ル
固

と

の
遣
い
を
分

析
す
る 。

ネーティブ踊師と英語で鍛笑する大
学生の

橋本さん。海外で活路するのが夢
だH璽京

都鯛布市のベルリッツ調布校で叩月初日

大

学

も

企

業

も

変

わ

る

べ

き

だ

各
国
の
企
業
が
求
め
る
英
語
力

を
社
員
が
満
た
し
て
い
る
か
ど

う

か
調
べ
た
ス
イ
ス
の
研
究
機
関

「
I

M
D」
の
ω
年
調
査

に
よ
る

と、
日
本
人
社
員
の
語

学
力
は 、

欧
州
や
ア
ジ
ア
な
ど
町
カ
圏
中
日

位 。
韓
国
（
鈍
位）

、
中
国
（
位

位）
に
後
れ
を
取っ
て
い
る 。
就

職
活
動
も
含
め 、
日
本
の

学
生
の

英
語
力
は
ど

う
は
ぐ
く
むべ
き
な

の
か 。
すべ
て
の
講
義
を
英
語

で

6
歳
か
ちバ
イ
オ
リ
ン
を

習っ
て
い
た
の

で
す
が 、
中

学
3

年
の
時 、

小
沢
征
爾
さ

ん
が
指揮
す
る
桐
朋

学
園
の

学
生
オ
ー

ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏

を
聴
い
て
「
乙
の

学
校へ
行

き
た
い」

と
心

に
決
め
ま
し

た 。
1
日
7
時
間
以
上バ
イ

オ
リ
ン
を
練
習
し、
東
京

で

の
レッ
ス
ン
を
受
け
る
た
め

に
学
校
を
休
む
日
も

あ
り
ま

し
た
が 、
中

学
の
先

生
方
は

温
か
く
見
守
り 、
励
ま

し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た 。

入
学
し
た
当
時
の
桐
朋

学

園
は
自
由
な
校
風

で、
生
徒

の
個
性
を
大
都

に
し
て
い
ま

バイオリニス卜

森悠子さん

中

嶋

嶺

雄
・

国

際

教

養

大

学

長

行
う
な
ど 、

j
先
進
的な
グ

宇一
ロ
l

バ
ル
教

｛
育

で
知
ち
れ

る
国
際
教蓮

大
（
秋
田
市）
の
中
嶋
儲
雄

学
長

H写
真
H

に、
日
本
の
英
語
教
育

を
巡
る
現
状
と
観
題
を
聞
い
た 。

－

 

日
本
の
大

学
は
「
日
本
人
が
日

本
語

で
日
本
人
を
教
え
る」

と
い

が
い
い
か
ち
深
大
寺

に
散
歩

！」
と
校
内
放
送
さ
れ 、
み

ん
な

で
出
か
け
た
と

と
も

あ

り
ま
す 。
練
習

に
明
り
暮
れ

る
生
活
の
中

で、
休
む
時
間

も
必
要
と
考
え
ち
れ
た
の

で

しょ
う。
自
分
を
見
つ
め 、

強
理
す
る
た
め
の
時
間

で
あ

る
「
間」
は
大
事 。
聞
は 、

と
れ
は
英
語
を
社
内
公
用
語
化

し
た
企
業

で
も
変
わ
ら
な
い 。
幻

カ
国・
地
域へ
の
海
外
展
開
を
目

指
す
楽
天
は
今
年
2

月
か
ろ
役
員

会
の
ほ
か 、
全
社
員
が
参
加
す
る

毎
週
月
曜
日
の
「
朝
会」
の
使
用

言
語
が
英
語

に
なっ
た 。
4

月
以

降
は
部
署
ご

と
の
朝
会
も
英
語

に

な
り 、
新
入
社
員

で
も
英
語

で
発

表
す
る
機
会
が

あ
る 。
そ
れ

で
も

採
用
段
階

に
お
け
る
語

学
力
の
基

準
を
設
定
す
る
予
定
は
な
い 。「
選

考
で
重
視
す
る
の
は
楽
天
の
企
業

理
念

に
い
か

に
共
感
し
て
も
ら
え

る
か
や 、
人
と
のコ
ミュ
ニ
ケ
ー

ショ
ン
能
力
な
ど 。
英
語
能
力
や

資
格
な
ど
は
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

の

部
分」
（
広
報
課）

。
英
語
が
苦

手
な
社
員

に
は 、
入
社
後
の
研
修

な
ど

で
対
応
す
る

と
い

う。
フ
ァ

ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
も
基
本
的

に
同
じ
ス
タ
ン
ス
だ 。

就
職
支
援
塾
「
内定
塾」
を
運

営
す
る
ガ
ク
l

（
中
央
区）
の
柳

田
将
司
取
締
役
は
「
英
語
が
話
せ

る
に
越
し
た
乙

と
は
な
い
が 、
企

業
が
重
視
し
て
い
る
の
は
人
間
力

や
行
動
力
と
いっ
た
総

合
力 。
英

語
が
話
せ
な
く
て
も
商
社
や
外
資

系
企
業

に
受
かっ
て
い
る
人
も
多

い」
と
話
す 。

入
社
し
て
か
ち
は

と
も
か
く 、

英
語
が
苦
手
だ
か
ち

と
いっ
て 、

グ
ロ
ー

バ
ル
企
業へ
の
就
職
を
尻

込
み
す
る
必
要
は
な
い
よ

う
だ D

う
「
知
の
鎖
国」
状
態
を
続
け
て
内
向
き

と
い

う
わ
け

で
は
な
い 。

き
た 。
英
語
教
育
も 、
文
法
的

に
問
題
は
早
期
化
す
る
就
職
活
動
の

正
し
い
か 、
つ
づ
り
ゃ
発
音
が
間
た
め

に、
な
か
な
か
留

学
が

で
き

違っ
て
い
な
い
か
が
中
心 。
英
文
な
い

と
い

う
採
用
の

あ
り
方

に
も

学
の
本
を
読
ん

で
少
し
ず
つ
訳
し
あ
る 。
企
業
側

に
も
日
本
全
体
の

て
テ
ス

ト隆ル陀
柊b
り 。
乙
れ
た
め 、
世
界
のた
め

に
い
か

に
い

で
はコ
ミュ
ニ
ケ
ー

ショ
ン
の
ツ
い
人
材
を
養
成
す
る
か

と
い

う
視

l
ル

に
な
ち
な
い 。

生
き

生
き

と
点
を
持つ
て
ほ
し
い 。
日
本
企
業

し
た
英
語
力
を
泊
け
さ
せ
る
努
力
の
方
が
製
昂
力
が
高
い
の

に、
国

が
大

学
に
も
足
り
な
かっ
た 。
4
際
社
会

で
サ
ム
ス
ン
な
ど
の
韓
国

月
だ
け
の
入

学
制
度
や
日
本
語
だ
企
業

に
比べ
停
滞
し
て
い
る
背
凶

け
の
授
業
を
改
め 、
一
定
レベ
ル

に
は
発
信
力
の
差
が

あ
り 、
と
の

の
英
語
力
を
卒
業
要
件
と
す
る
と
差
は
英
語
力

に
負
う
と
と
ろ
が
大

と
も
考
え
るべ
き
だ 。

き
い 。
大

学
も
企
業
も
変
わっ
て

日
本
の

学
生
た
ち
も
必
ず
し
も
い
くべ
き
だ 。

会
の
つ
な
が
り
の
は
ざ
ま

で“
立
歴
。

学
ぶ
と

と
も
多
い 。
自
分
や
…

凋

杭

鰍

社
会へ
の
責
任
を
持っ
て
行…
ヨ
教
任

…

リ

院

特

動
す
る

う
ち

に、
人
は
さ
ま…

仏
楽
大

ざ
ま
な
「
気
配」
を
感
じ
ち
。
音
陽

卒
大
作

れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す 。
そ

大
術
き

う
し
た
感
覚
が
欠
け
る
と

と
園
芸
し

D

学

ゴ

ら

で、
犯
罪
が
起
き
た
り
す
る 。

朋
力
く

た
と
え
パ
ソ
コ
ン
を
通
し
て…
桐
シ
。

》
大
督

で
あっ
て
も 、
向
乙

う
側
の…
見
ト

監

気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な ．
出
ル
楽

…

府

べ

音

教
育
が
必
要

で
す 。

…
阪
ズ
ル

社
会
か
ら
閉
ざ
さ
れ
た 、

…
大
一
ブ

一

年
ル

ン

か
ご
の
中
の
観
賞
用
の
烏
よ
U
米
サ

り 、
多
少
羽
が
汚
れ
て
も 、

問
、
ン
授

ア

自
分
の
く
ち
ば
し
で
餌
を
捕
こ
教
内

ま
え
大
空
を
た
く
ま

し
く
飛 一
防

闘

一括

ぶ
野
鳥
の
よ

う
に
育っ
て
ほ
・

楽
岡

り
音
昼

し
い

と
思
う
の

で
す 。

・
も
等
。

【
聞
き
手・
野
宮
珠
里】
・

高
任

す
る
の
が
私
の
指
導
法

で

す 。
生
徒
は
与
え
ら
れ
る
の

を
待っ
て
い
る
の

で
は
な

く 、
回
り
道

で
も
ま
ず
は
自

分
で
考
え
る 。
間
違っ
て
も

い
い
し、
す
ぐ

に
で
き
な
く

て
も
い
い
の

で
す 。
初
年
後

に
自
分

で
答
え
を
見
つ
け

「
先

生、
聴
い
て
い
た
だ
ゆ

「

か

ご

の

中

の

烏
」

よ

り

野

鳥

に

し
た 。
斎
藤
秀
雄
先

生
は「
子

供一
人一
人

に
個
性
が

あ

る 。
欠
陥
だ
貯
見
て
い
た
ち

つ
ぶ
れ
て
し
ま

う。
ど

うバ

ラ
ン
ス
を

とっ
て
見
て
や
る

か
が
大
事」
と
よ
く
おっ
し

ゃ
っ

て
い
ま

し
た 。

吉
田
秀
和
先

生
が
「
天
気

呼
吸
の
聞

に
も
音
や
フ
レ
ー

ズ
の
聞

に
も

あ
り 、
聞
を
ど

う
感
じ
る
か
は
音
楽

で
も
盟

要
で
す 。

長
ら
く
音
楽
教
育

に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
が 、
「
教
え

込
む」
の

で
は
な
く 、
余
白

を
残
し
て 、
自
主
性
を
喚
起

ま
す
か」

と
言っ
て
く
る

生

徒
も
い
ま
す 。
基
本
的
な
と

と
と
そ 、
毎
日
少
し
ず
つ

で

も
続
り
る
と

と
が
大
事 。
い

つ
も
疑
問
を
持
ち
な
が
ら
進

ん
で
い
け
ば
お
の
ず
と
結
果

が
つ
い
て
き
ま
す 。

学
校
の
外

で、
人
間
と
社

校と つうに学合
羽伺JIで強しあ生同小

司
馬
作

家

は 、
小一

に
白
い

き
る
君科

別
世
紀
H

怖
の
念克

人
聞
は十

生
か
さh

う
考
え

る 、
と（

々
の
「白

お
な
態醇

っ
て
息克

感
じ 、
Z

と
を
子榊

先
月 、

た
国
連

回
締約

大学も企業の変わるべきだ　毎日新聞-2010.11.08


